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GeneXus で生成するアプリケーションには、利用するソリューションや機能によって様々な OSS（Open Source 

Software）が使用されています。GeneXus でアプリケーションを生成するお客様は、使用される OSS のライセンス

を遵守する必要があります。 

OSS のなかには、コピーレフトライセンスを持つ OSS も含まれます。特に、コピーレフトライセンスの中で最も

強い伝播性を持つ AGPL（Affero General Public License）の OSS については、お客様がアプリケーションを外部公

開する際には注意が必要です。 

 

本記事掲載時点で GX16 および GX17 で使用する OSS のうち AGPL ライセンスは iText5 系のみとなります。 

（iText は、Java および.Net で PDF ファイルを作成および操作するためのライブラリ） 

  

Web(Java)          iText 2.1.7 （ライセンス MPL 1.1） 

Web(.Net)          iText 5.5.8 （ライセンス AGPL） 

SD(Android)       iText 5.5.10 （ライセンス AGPL） 

SD(iOS)              iText の使用なし、ネイティブのコンポーネントを使用 

  

GX17U8 からは上記 Web（.Net）の iText5 系は iText4 系（非 AGPL）へ変更されました。 

GX16 および GX17 において使用される OSS を含む外部ユーティリティについては、以下 Wiki をご参照ください。 

Web アプリケーションが使用する外部ユーティリティ 

スマートデバイスアプリケーションが使用する外部ユーティリティ 

 

 

http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?15671
http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?25094

